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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:10000-1:20000

22kDa

PPP1R14A

PPP1R14A; CPI17; PPP1INL; Protein phosphatase 1 regulatory subunit 14A; 17 kDa PKC-
potentiated inhibitory protein of PP1; Protein kinase C-potentiated inhibitor protein of 17
kDa; CPI-17
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、タンパク質ホスファターゼ1（PP1）阻害因子ファミリーに属する。このタンパク質は平滑筋ミオシンホスファターゼの阻害因子であり、リン酸化されると阻害活性が上昇する。ミオシンホスファターゼの阻害は、ミオシンのリン酸化を増加させ、平滑筋の収縮を増強する。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが知られている。[RefSeq提供、2011年9月],機能：PPP1CAの阻害因子。リン酸化されると1000倍以上阻害活性が上昇し、PPP1CA基質のリン酸化状態と平滑筋収縮を制御する分子スイッチを形成する。,類似性：PP1阻害因子ファミリーに属する。,組織特異性：アイソフォーム1は大動脈と精巣で検出される。アイソフォーム2は大動脈で検出される。,
	研究分野
	血管平滑筋の収縮;
	画像データ
	

	CPI17 alpha（リン酸化Thr38）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	CPI17α（リン酸化Thr38）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	RAW264.7細胞ライセートのCPI17α（リン酸化Thr38）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

